
第三期大野市環境基本計画（改訂案）に係るパブリックコメントの結果について  

 

１  パブリックコメントの実施状況  

 

 (1)  案件名     第三期大野市環境基本計画（改訂案）について  

 (2)  募集期間    令和６年１月２５日（木）から２月７日（水）までの１４日間  

 (3)  意見提出状況  提出意見：５件、提出者：２人、提出方法：電子メール５件  

２  意見の概要とその意見に対する市の考え方  

  

No 
該当  

箇所  
意見の概要  回答（市の考え方）  

修 正

箇所  

１  

P15 

P16 

 市内の木質バイオマス発電は、燃料の大半はすで

に県内産が占め、県内生産木材の 1/3 程度をこの発

電所で消費していることから、追加需要は生まれに

くい。市が木質資源利用の期待できる持続可能な分

野について、あらゆる方面から検討していくことが

重要。そこで、薪を有効活用した大野スタイルを提

案する。森林資源の循環利用として、観光やレジャ

ー、生活スタイルとしての薪の有効活用を項目に加

えることで、森林吸収源対策の推進について市民参

加を促すことにもつながる。市が薪供給センターを

創設し、効率的な薪供給を確保できるならば、市民

参加型のビジネスプランが数多く生まれる可能性

を秘めている。  

 本計画案では、森林吸収源対策として「伐って、

使って、植えて、育てる」という木質資源の循環

利用を推進することとしています。また、バイオ

マスを利用促進する取り組みとして、未利用資源

のもみ殻や木質チップ等について、ボイラーや空

調設備等の燃料として利活用できないか検討す

ることとしています。  

 市内の主要林業事業体である九頭竜森林組合

では、現在、勝山を含めた奥越管内において搬出

する木材の約７割を木質バイオマス発電所の燃

料として、２割を製紙用として、残り１割を建築

物の柱などに使用する用材として出荷していま

す。  

なし  



今後、木材の利用について、現在の状況を踏ま

えつつ、薪としての有効活用も含め、市内関係機

関等と連携して取り組みを検討していきます。  

２  

P15 

 大野は山々に囲まれ高低差もある点から河川を

利用した小水力発電にもっと力をいれていただき

たい。企業にお願いしていると利益優先になり供給

コントロールが困難になる一面を持っている。こう

いった点を地方公共でどうにかできたらと考えて

いる。  

 現在、大野市内で稼働している中小水力発電事

業は７件あり、いずれも民間事業者・団体が設置

したものです。また、導入可能性が高いとされる

地点において、民間事業者による中小水力発電の

導入調査が行われています。いずれも固定価格買

取制度（ＦＩＴ）によるもので、今後、同制度の

認定を受けるためには、自治体と連携した災害時

利用や地域内での電力利用など、発電した電力を

地域で活用することが必須要件とされています。 

 この制度を活用して、市内で導入を計画してい

る事業者に市内への再エネ供給を働きかけるな

ど、地域に貢献する中小水力発電設備の導入を促

進していきます。  

なし  

３  

P15  EV シフト化は蓄電の点からも非常に良いが、地球

規模で考えれば、コバルト、ニッケル、リチュウム

等新たな地下資源問題も含んでいる。水素化社会が

後れをとっているように感じられる。太陽光による

水素生成を組み合わせたものに支援をお願いした

い。  

 水素利用に関しては、供給量が少なく燃料電池

車などの初期投資額も高いことから、需要と供給

の両面でまだまだ課題が多いのが現状です。  

 なお、県では、令和２年に策定した「嶺南Ｅコ

ースト計画」において、再エネ由来の水素ステー

ションや水素を燃料とする燃料電池自動車等、水

なし  



素に関する研究開発や実証実験を誘致または実

施していくこととしています。  

 そこで、本市における水素利用についても、県

の研究結果等を参考に新技術を活用した取り組

みについて、調査研究に努めます。  

４  

P15  植物の二酸化炭素サイクルの観点から、バイオ燃

料に支援をお願いしたい。バイオ燃料が中心にある

と農業減反地、耕作放棄地、林業にも光があたる。

またバイオ燃料化には植物のナノファイバー化が

必要で、この技術はセルロースナノファイバー生成

にも通じるものであり、化石燃料由来の素材にとっ

てかわる新たな素材つくりを加速化させることが

できる。  

 バイオマスの利活用については、間伐材やもみ

殻などの熱利用を促進することとしています。  

 ご指摘の資源作物由来のバイオマス燃料につ

いては、国内でも事例が少なく、製造や利活用な

ど導入に当たっては国や県の支援なども必要で

す。  

 先進事例を情報収集するなど、採算面や実効性

を含め調査研究に努めます。  

なし  

５  

  未来を託すなら大野の産業団地には、脱炭素社会

実現に貢献する研究を行う大学と協力した企業に

来ていただきたい。利益優先の大企業ではなく、も

っとスタートアップ企業支援にちからをいれ、自然

との共存に取り組んでいただきたい。  

 ご意見として承ります。  

 引き続き、脱炭素関連の企業も含めて、企業誘

致に取り組んでまいります。  

なし  

 


